
                                

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体計画＞

様式① 

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査
等から明らかになった課題 

〇自己の体力に関心を持ち、体力の向上に努力する生徒の育成をめざす。 

〇学年で県及び全国平均を上回る種目を５個以上にする。 

 

 

 

達成目標 

 
 

 

・１７学級の中規模校。 

・１年生の総合的な学習の時間では和文化学習と

して絵手紙･竹細工・杖道などに取り組んでいる。

また、１～３年の保健体育の授業おける武道では

杖道を行っている。 

・部活動が盛んで全校生徒の約 50％以上が運動部

に所属し、例年、多くの部活動が県大会へ出場し

ている。 

 

学 校 の 状 況 
 

 

① 保健体育科での取組 

・年間を通して、各単元で基礎体力が向上する運動を準備運動に取り入れ、継続的に基礎体力を高めていく。また、トレー

ニングの方法を具体的に示し、運動効果が十分に発揮されるよう実施する。 

・「立ち幅跳び」の記録向上のために単元に沿った跳躍力や瞬発力が向上するトレーニングを行う。 

 ・「20m シャトルラン」の記録向上のために、授業内での運動強度を高め、少し息が切れるようなトレーニング(縄跳びや

ジョギングなど)を行う。 

 ・「50m走」の記録向上のために走運動を補強運動で取り入れる。 

・体力テストの結果の考察や、体つくり運動や体育理論の授業を通して、自分にあった体力つくりを計画実行できるよう

にする。また、特に課題がある生徒においては、基礎体力が向上できるよう個別指導を行う。（毎日の生活の中で自主ト

レーニング、長期休業中の自分の時間を使っての体力つくり、基本的生活習慣を考えての生活を実行する。） 

② 持久力アップを実施 

・部活動で持久力をつける期間を設け、部活ごとに時間や距離を決めて走る。文化部についても、教室で雑巾がけを行う等

の持久力をアップさせる活動を実施する。また、グランドのトラック300ｍのコースを整備し、積極的に体育の授業や部

活動に利用するよう取り組む。 

・冬季には、マラソン大会や駅伝大会を計画し、仲間とともに走る楽しさを感じながら持久力をアップさせる。 

 

・全校生徒が自転車で通学をしている。 

・１日のテレビ（テレビゲームを含む）視聴時間が、 

 ３時間以上の生徒の割合が全国平均よりも多い。 

・週3日以上の運動・スポーツの実施状況が、全国

平均に比べて少ない。 

・朝食を毎日食べること、８時間以上の睡眠をとる

生徒の割合は全国平均を上回っている。 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

・「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」「立ち幅跳び」に

おいて県平均または全国平均よりも低い結果で

あった。 

広島県体力・運動能力、運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

・体を動かす時間が十分取れている生徒と取れていな

い生徒の二極化の傾向がみられる。特に、最近ではゲ

ーム機やスマートフォンの使用等により、運動時間

が減少していることから、全体的に体を動かす時間

を確保する必要がある。 

 

・体育の学習内容の充実と指導の工夫改善により、体力

の向上がみられたが、さらに体力の向上を目指し指

導法の工夫改善が必要である。 

 

・運動部の部活動顧問と連携し、部活動を活用した体力

の向上に努める必要がある。 

 

・食事の好き嫌いが多く、食生活のバランスが取れてい

ないと考えられる。食生活の見直しを行い、給食を残

さずバランスよく食べるなど、食の大切さを指導し

ていく食育を進めていく必要がある。 

 

・男女ともに、持久力・瞬発力が課題である。体育の授

業内での活動の強度や部活動顧問との連携を通じ

て、体力(持久力)の向上や瞬発力の向上を行う必要が

ある。 
 

 

・保健体育科主任を責任者とした「体力向上推進チーム」を構成する。部活顧問会議を構成メンバーとする。 

・原則、各学期に１回の会議を開催する。 

 

体 制 

 

 

・新体力テストにおける各種目の記録向上に期待ができる。 

・体を動かすことを意欲的に行う機会が増え、健康の保持増進につながる。 

・体力がつくことで部活動への参加意欲が高まり、運動部の成果や活躍が期待できる。 

・体力がつくことで姿勢の保持や集中力が高まり、学力の向上につながる。 

・仲間との交流ができるようになり、コミュニケーションが取りやすくなる。 

・運動と健康、運動と食生活の大切さを知ることができる。 

 

期待される効果 
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【保健体育科】 
 

球技 

 

 

 

ダンス 

 

 

 

体つくり運動 

 

 

陸上競技 器械運動 

 

 

 

 

 

 

  器械運動 

 

 

 

 

 

 

   球技 

 

 

 

 

体つくり運動 

 

 

   武道 

 

 

 

   球技 

 

 

  陸上競技 

【教科外】 
 

  

 

 

 

 

部活動における持久

力アップ 

 

 

家庭科（弁当デー） 

    

 

家庭科（調理実習） 

 

 

部活動における持久

力アップ 

 

【日常生活等】      

 

 

    

【家庭・地域との連携】          

 

結果分析・計画立案 

計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

〇自己の体力に関心を持ち、体力の向上に努力する生徒の育成をめざす。〇学年で県及び全国平均を上回る種目を５個以上にする。 達成目標 

 東広島市立  向 陽 中 学 校 ＜年間指導計画＞

様式② 

運動量が確保できるような授業を行

う。 

休み中自分の体力つくりと生活につ

いて取り組むことを決め、計画・実行

する。 

休み中自分の体力つくりと生活につ

いて取り組むことを決め、計画・実行

する。 

実習からバランスのとれた食事を考

え、食生活の大切さを考えるように

する。 

各部活動で体力向上に向けて取り組む。 体つくりに必要な栄養バランスを考

え食生活の大切さを考えるようにす

る。 

休み中自分の体力つくりと生活につ

いて取り組むことを決め、計画・実行

する。 

新体力テストの結果と取り

組みを公開する。 

補強運動でキャッチボールを

行い、投運動能力向上を図る。 

新体力テストの結果と改善

計画をHPにアップする。 

各部活動で体力向上に向けて取り組む。 


